
資料５　原子力防災 
（資料５－１　災害発生時における体制）

①　茨城県災害対策本部組織図①　茨城県災害対策本部組織図
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②　緊急時モニタリングの組織と業務②　緊急時モニタリングの組織と業務

 

 

（資料５－１　災害発生時における体制）

 環境放射線監視センター
モニタリング班

 

緊急時モニタリングセンター

　県は、県又は原子力災害対策特別措置法対象原子力事業者若しくはその他の原子力事業者が設置
する固定観測局で０．５μＳｖ／時以上５μＳｖ／時未満の放射線量が検出されたとき、又は原子力
災害対策指針で定める警戒事態が発生したときは、環境放射線監視センターに環境放射線監視セン
ターモニタリング班を設置し、モニタリングの実施体制の強化を図ります。また、国が行う緊急時モ
ニタリングセンター（ＥＭＣ：Emergency Radiological Monitoring Center（以下「ＥＭＣ」という。））
の立上げ準備に協力します。
　原子力災害対策指針で定める施設敷地緊急事態又は全面緊急事態においては、県は、国が設置する
ＥＭＣに参画し、国の統括の下、緊急時モニタリングを実施します。 

【モニタリング班長】
・モニタリング班の指揮

【企画調整グループ】
・モニタリング班の運営支援
・モニタリング結果の評価
・技術的助言の要請
・ＥＭＣの設置準備支援

【測定分析グループ】
・放射線集中監視装置によるモニタリング
　の実施
・簡易型電子線量計による測定の実施

【原子力事業所モニタリングチーム】
・空間放射線量率等の監視強化及び報告
・事業所敷地境界におけるサーベイの実施
　及び報告

【情報収集管理グループ】
・モニタリング結果の記録及び整理
・気象官署との連絡
・事故の状況及び緊急時活動の経時記録
・原子力事業所モニタリングチームその他
　関係機関との連絡調整

【企画調整グループ】
・ＥＭＣ内の総括的業務
・緊急時モニタリングの実施内容の検討、
　指示等の業務

【ＥＭＣセンター長】
・緊急時モニタリングの実施体制のとりま
　とめ
・ＥＭＣ構成機関の個人被ばく線量限度等
　を定めた安全管理に関する規定等を考慮
　した緊急時モニタリング実施の全体の指揮

【測定分析担当】
・企画調整グループで作成された指示書に
　基づいた測定業務

【情報収集管理グループ】
・ＥＭＣ内における情報の収集及び管理業務
・緊急時モニタリングの結果の共有及び緊
　急時モニタリングに係る関連情報の収集
　等の業務
・情報共有システムの維持及び異常対応等
　の業務
・モニタリング班からの情報の引継ぎ及び周知
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③　原子力災害医療体制

（資料５－１　災害発生時における体制）

保 健 福 祉 部 医療対策班

薬 務 班

総合調整班

緊急医療センター

１　り災者の医療救護
２　災害医療情報の収集
３　医療ボランティアの受入れ

１　医薬品・医療品等の調達

１　原子力災害医療救護
２　 原子力災害医療専門家及び技術要員の派遣の要請及び調整

１　部内の事務の取りまとめ及び連絡
２　被災地情報の把握

原子力災害医療
派遣チーム　　　

オフサイトセンター

本部　　　　　　　　　　　　　　　　　 班　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分担業務

救護所及び初期医療機関（中性子線被ばく
の場合は原子力災害拠点病院を含む。）

初期医療 医療救護班（医療機関においては、任意に組織したチームによる。）

スクリーニング
チーム

１　 放射能等汚染検査又は問診による
被ばく者のスクリーニング

一次診断除染
チーム

１　 汚染衣服等の管理
２　鼻腔スメアの採取
３　一次除染

救護チーム
（健康相談チーム）

ェチるよに診問・診視 ッ　１ ク及び一
般傷病の応急手当

２　健康相談（心のケアを含む。）

設置運営チーム １　 救護所用資機材の調達
２　救護所の設置・撤去
３　救護所の運営（連絡調整・記録）

水戸医療センター・県立中央病院及び筑波
大学附属病院

原子力災害拠点病院

高度被ばく医療支援センター

医療救護班
二次診断除染
チーム

１　 ホールボデイカウンタによる測定
検査

２　汚染衣服等の管理
３　 二次除染及び生物学的試料（血液・
尿等）の採取

４　二次診断及び治療

（医療機関においては、任意に組織したチームによる。）

被ばく医療
ネットワーク

１　 三次診断及び治療

放射線医学総合研究所・福島県立医科大学

一般医療機関

救急医療　　周辺医療機関、救急医療指定医療機関、救命救急センター及び災害拠点病院

１　 被ばくのない一般傷病者の治療

（医療救護班の編成）
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②　緊急時モニタリングの組織と業務②　緊急時モニタリングの組織と業務

 

 

（資料５－１　災害発生時における体制）

 環境放射線監視センター
モニタリング班

 

緊急時モニタリングセンター

　県は、県又は原子力災害対策特別措置法対象原子力事業者若しくはその他の原子力事業者が設置
する固定観測局で０．５μＳｖ／時以上５μＳｖ／時未満の放射線量が検出されたとき、又は原子力
災害対策指針で定める警戒事態が発生したときは、環境放射線監視センターに環境放射線監視セン
ターモニタリング班を設置し、モニタリングの実施体制の強化を図ります。また、国が行う緊急時モ
ニタリングセンター（ＥＭＣ：Emergency Radiological Monitoring Center（以下「ＥＭＣ」という。））
の立上げ準備に協力します。
　原子力災害対策指針で定める施設敷地緊急事態又は全面緊急事態においては、県は、国が設置する
ＥＭＣに参画し、国の統括の下、緊急時モニタリングを実施します。 

【モニタリング班長】
・モニタリング班の指揮

【企画調整グループ】
・モニタリング班の運営支援
・モニタリング結果の評価
・技術的助言の要請
・ＥＭＣの設置準備支援

【測定分析グループ】
・放射線集中監視装置によるモニタリング
　の実施
・簡易型電子線量計による測定の実施

【原子力事業所モニタリングチーム】
・空間放射線量率等の監視強化及び報告
・事業所敷地境界におけるサーベイの実施
　及び報告

【情報収集管理グループ】
・モニタリング結果の記録及び整理
・気象官署との連絡
・事故の状況及び緊急時活動の経時記録
・原子力事業所モニタリングチームその他
　関係機関との連絡調整

【企画調整グループ】
・ＥＭＣ内の総括的業務
・緊急時モニタリングの実施内容の検討、
　指示等の業務

【ＥＭＣセンター長】
・緊急時モニタリングの実施体制のとりま
　とめ
・ＥＭＣ構成機関の個人被ばく線量限度等
　を定めた安全管理に関する規定等を考慮
　した緊急時モニタリング実施の全体の指揮

【測定分析担当】
・企画調整グループで作成された指示書に
　基づいた測定業務

【情報収集管理グループ】
・ＥＭＣ内における情報の収集及び管理業務
・緊急時モニタリングの結果の共有及び緊
　急時モニタリングに係る関連情報の収集
　等の業務
・情報共有システムの維持及び異常対応等
　の業務
・モニタリング班からの情報の引継ぎ及び周知
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統合原子力防災ネットワーク統合原子力防災ネットワーク

（資料５－２　統合原子力防災ネットワーク）（資料５－２　統合原子力防災ネットワーク）

原子力規制庁関係機関
内閣府関係機関
各オフサイトセンター

（令和３年3月時点）
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原子力防災研修の実績

（資料５－３　原子力防災研修の実績）

備　　　　　　考年　度 回数（回） 受講者数（名）
昭和 55 106 原子力防災研修開始３
昭和 56 86 原子力防災訓練実施４
昭和 57 187６
昭和 58 115６
昭和 59 99５
昭和 60 99 原子力防災訓練実施５
昭和 61 170５
昭和 62 115４
昭和 63 245 原子力防災訓練要綱策定、 消防団長研修開始７
平成 元 313 消防団員研修開始９
平成２ 412 緊急時医療、 消防職員研修開始11
平成３ 287 原子力防災訓練実施、警察職員研修開始10
平成４ 27211
平成５ 26511
平成６ 32713
平成７ 41416
平成８ 290 原子力防災訓練実施14
平成９ 20314
平成 10 17311
平成 11 16911
平成 12 33115
平成 13 352 原子力防災訓練実施14
平成 14 477 原子力防災訓練実施19
平成 15 464 原子力防災訓練実施18
平成 16 354 原子力防災訓練実施16
平成 17 313 原子力防災訓練実施12
平成 18 364 国民保護訓練（原子力災害対処訓練）実施14
平成 19 339 原子力防災訓練実施16
平成 20 336 原子力防災訓練実施15

原子力防災訓練実施（国共催）平成 21 37914
平成 22 196 原子力防災訓練実施13

平成 23 268 県災害対策本部事務局等設置訓練
（原子力災害初動対応訓練）実施14

平成 24 102 県災害対策本部事務局等設置訓練
（原子力災害初動対応訓練）実施12

平成 25 152 県災害対策本部事務局等設置訓練
（原子力災害初動対応訓練）実施10

平成 26 133 県災害対策本部事務局等設置訓練
（原子力災害初動対応訓練）実施8

平成 29 118 県災害対策本部事務局等設置訓練（原子力災害対応訓練）実施7
平成 30 89 県災害対策本部事務局等設置訓練（原子力災害対応訓練）実施6

平成 28 183 県災害対策本部事務局等設置訓練（原子力災害対応訓練）実施8

平成 27 31 県災害対策本部事務局等設置訓練
（原子力災害初動対応訓練）実施2

令和元 204 県災害対策本部事務局等設置訓練（原子力災害対応訓練）実施6
令和２ 99 県災害対策本部事務局等設置訓練（原子力災害対応訓練）実施8
令和３ 21514
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統合原子力防災ネットワーク統合原子力防災ネットワーク

（資料５－２　統合原子力防災ネットワーク）（資料５－２　統合原子力防災ネットワーク）

原子力規制庁関係機関
内閣府関係機関
各オフサイトセンター

（令和３年3月時点）
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主な研修課程
研修名 対象者

（資料５－３　原子力防災研修の実績）

目　的
原子力防災基礎研修
　／茨城県

原子力災害対策業務に初
めて従事する行政、防災
関係機関の職員

原子力災害対応の基礎、原子力災害の特
徴を学習する。

対策本部要員として原子力災害対応業務能
力を習得する

原子力災害対策要員研修
　／内閣府

原子力防災基礎研修を終
了又は同等の能力を有し、
災害対策本部で要員とし
て活動する行政、防災関
係機関の職員

モニタリング実務基礎講座
　／原子力規制庁

モニタリング実践演習
　／原子力規制庁
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緊急時モニタリングの実施に備えた野外
モニタリング実施方法や緊急時モニタリ
ングセンター（EMC）での活動に関する
基礎から実践までの講義、実習及び演習
を行い、知識や技術の習得を図る。

　緊急時モニタリング野外活動時に想定
される様々な出来事への対処方法につい
て班ごとに討議（オンライングループワ
ーク）し、講座や訓練で得た知識・技術
を再確認するとともに、緊急時の判断能
力を養う。
　また、他地域のEMC関係者や講師との
意見交換により、共通認識を形成し、知
識の向上を図る。

開催地域及びその周辺地
域の緊急時モニタリング
業務に従事する地方公共
団体職員等

緊急時モニタリング業務
に従事する地方公共団体
職員等で、緊急時モニタ
リングに関する一定程度
の知識を有する者


